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　８月６日から23日まで開催された全国高校野球選手権
大会で、仙台育英学園高硬式野球部は準優勝を成し遂げ
た。
　迫町出身の二人は、小学生の時から同じチームでバッ
テリーを組んできた。捕手の尾形は、冷静な状況判断で打
者を分析し最適な配球を組み立てる。髙橋は切れのある
直球と安定した制球力に定評がある投手だ。
　「ずっと一緒に頑張ってきて、出場メンバーに選ばれな
かった仲間のためにも勝たないといけない」と仲間の思
いを背負い、挑んだ初戦の浦和学院（埼玉）戦では、尾形の
打撃がさく裂。タイムリーヒットやホームランを放ち勝
利に導いた。３回戦の履正社（大阪）戦では、６回から髙橋
が登板。ランナーを背負うも、髙橋の持ち前の制球と尾形
の的確なリードで切り抜けた。同点で迎えた８回には尾
形のスクイズが決まり均衡を破る１点を獲得。髙橋の気

迫あふれる投球で１点のリードを守り切り、接戦の末に
勝利し、「最高のプレーができた」と二人は声をそろえた。
続く、準々決勝、準決勝も力を発揮して勝ち進み、迎えた
慶応義塾（神奈川）戦。強力な相手打線に苦戦し、尾形が３
安打の活躍を見せるも一歩及ばなかった。大会連覇を目
指して、甲子園を決勝まで戦い抜いた二人は、大会を振り
返り「昨年に優勝を経験しているので、悔しい気持ちが大
きいです」と勝利への貪欲な姿勢を見せる。
　８月31日から９月10日まで、台湾で開催されたU－18
ベースボールワールドカップでは、日本代表として各国
の代表を相手に健闘を見せ、日本の優勝に貢献した。「甲
子園とワールドカップの経験を生かして、将来はプロ野
球選手になって日本や世界で活躍したい」と、さらなる野
球経験の積み上げを誓い、二人は新たなステージを目指
し歩みを進める。

Zoom Up Tome 2023 Special
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　東松島市を拠点に活動する中学女子軟式野球チー
ム、宮城デイジーズに所属する須藤と目黒。８月17日か
ら23日まで開催された全国大会で、チーム初となる準
優勝に輝いた。
　東北大会で優勝して迎えた全国大会。日頃から鍛え
た守備力を武器に勝ち進み、準々決勝では須藤の先制
打を契機に打線が爆発。４強進出を決めた。続く準決
勝、須藤が２試合連続となる先制打を放つ。終盤に逆転
を許すが、直後の攻撃で、須藤が左前安打でチャンスを
つくり、後続の逆転打で勝利。決勝へと駒を進めるが、
開催地である京都府代表の投手を打ち崩すことができ
ず、悲願の全国制覇には届かなかった。
　「目標は達成できませんでしたが、最後まで笑顔で戦
うことができたので悔いはありません。今年の経験を
生かして、来年こそは優勝できるように頑張ります」
と、二人は笑顔で全国制覇を誓い合った。

　８月２日に香川県で開催された全国大会に出場。鍛錬を積んだバッティングを武器に強豪へ立ち向かった。惜しく
も、初戦を突破することはできなかったが、「全国レベルの相手と試合し、貴重な経験ができて良かったです」と振り返
る一同。佐沼中男子ソフトボール部は今回の大会をもって休部となる。今までの部活動を思い返し「これまで支えてく
れた保護者や先生をはじめ、関わってくださった全ての人に感謝しています」と語った。
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　練習の成果を発揮することがで
きました。最後まで諦めずに努力
してきた経験をこれからの目標達
成に役立てていきたいです。

　大会の空気感を知り、貴重な経
験ができて良かったです。練習や
大会で学んだことを、自分自身の
成長に生かしたいです。

　全国大会出場という貴重な体験
ができて良かったです。部活動で
学んだことや経験をこれから生か
していきます。

　全国の生徒と交流し、貴重な意
見をいただくことができました。
この経験を生かして、自分の技術
を向上させていきたいです。

2023 Special

　今回の悔しさをばねに、国体で
は自分の力を出し切って、悔いの
残らない試合ができるように、練
習を重ねていきます。

　課題を探求しながら全国大会に向けて頑張ってきまし
た。全国上位クラスの学校との戦いで、自分たちの課題を
見つけられたので、この経験を糧にして練習を重ねていき
たいと思います。

　限られた時間の中で、一こぎ一こぎを大切に練習を重
ね、大会では自己ベストを更新することができました。日
頃から私たちを応援してくださった皆さん、ありがとうご
ざいました。
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　最後まで諦めず、自分の持つ最大限の力を出し切ること
ができて、最高の夏になりました。これからの東北大会や
新人戦では優勝できるように部員全員で力を合わせて頑
張りたいです。

　大会に向けて、自分たちの弱点をなくすために日々の練
習に励みました。良い結果を残すことはできませんでした
が、チームで協力して全力を出せたので悔いはありませ
ん。これからもさらに上を目指していきたいです。

　目標に掲げていた全国大会出場
を達成できて良かったです。この
経験を、生活や高校の部活動で生
かしていきたいです。

　力を入れて練習したディフェ
ンスを試合で生かし、楽しんでプ
レーできました。来年は国体を狙
いたいです。

　中学校生活最後の大会なので、
気合を入れて技を磨いてきまし
た。自分の力を出し切れて良かっ
たです。

　自分の持ち味を出すことがで
き、楽しみながらプレーできまし
た。練習で自分の弱点を克服し、来
年こそは全勝したいです。

Zoom Up Tome 　今大会の優勝者とラウンドを共
にして、自分の弱点を再認識しま
した。技術を磨き、次の大会で優勝
を目指します。
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　２回戦は気持ちが落ち着かず頭
が真っ白になってしまいました。
今後は気持ちで勝つことを意識し
て試合に挑みたいです。

　14位と悔しい結果に終わってし
まいましたが、これからも心身を
鍛えて、全国入賞を目指して挑戦
します。

　３分間戦い切ることができて良
かったです。これからも練習を積
み重ね、成長した試合ができるよ
うにしたいです。

　コーチやたくさんの人に支えら
れたおかげでベストを尽くすこと
ができました。コーチからいただ
いた言葉を胸に努力を続けます。

　目標に掲げていたベスト16に入ることができてうれし
かったです。今回の大会で見つかった課題を克服し、冬の
大会では、より良い成績を残せるようにこれからも練習に
励んでいきます。

2023 Special

　宮城県代表として、実技や学科で良い成績を残せるよう
に一生懸命練習に励んできました。実技は健闘し、結果は
全国22位と、前回より順位を上げることができたので良
かったです。
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　結果は11位と入賞はできません
でしたが、自己新記録を出すこと
ができました。これからも目標に
向かって頑張ります。

　結果はベスト16でした。もっと
もっと勝ちたいと思ったので、気
持ちを鍛えて、みんながびっくり
する強い選手になりたいです。

　会場の日産スタジアムの大きさ
に緊張しましたが、13秒台を記録
できたので結果に満足していま
す。次は、12秒台を出したいです。

　緊張で体がいつも通りに動かず
悔しい思いをしたので、練習を積
んで、冬の大会では優勝を目指し
ます。

　全国大会でレベルの高い空手を
見て、自分も上手になりたいと思
いました。毎年全国大会に出られ
るように、頑張って練習します。

　会場の雰囲気に緊張しました
が、最後まで勝ちたいという気持
ちを切らさずに試合をすることが
できました。

　全国には、強い人がたくさんい
ると感じ、悔しかったです。来年は
入賞できるように頑張って練習に
励んでいきます。

　全国のレベルの高さに圧倒され
てしまいました。中学ではさらに
良い結果を残せるよう、練習を続
けたいです。

　決勝リーグに進むことはできま
せんでしたが、この経験を生かし
て女流棋士になれるように、将棋
の勉強を続けていきます。

Zoom Up Tome 
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11
月
９
日
〜
15
日
は
、秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
週
間
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
寒
く
な
る
季
節

は
、暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
増

え
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。火
災
予
防
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◉
　

今
年
１
月
か
ら
９
月
末
ま
で
の

火
災
は
53
件
で
、昨
年
と
比
べ
て

24
件
増
加（
１
・
83
倍
）。ま
た
、昨

年
の
総
件
数
よ
り
14
件
も
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

◉▼
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
▼
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え

や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

使
用
す
る
▼
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の

そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火

を
消
す
▼
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り

を
清
掃
し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は

抜
く

◉
　

住
宅
火
災
を
い
ち
早
く
発
見
す

る
た
め
に
は
、住
宅
用
火
災
警
報

器
が
非
常
に
有
効
で
す
。警
報
器

は
台
所
、寝
室
、階
段
の
天
井
面
に

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。 

月
に
１
回
、作
動
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。製
品
に
よ
っ

て
は
、ボ
タ
ン
を
押
す
も
の
や
、ひ

も
を
引
く
も
の
が
あ
り
ま
す

電
池
が
切
れ
る
と
音

や
ラ
ン
プ
で
知
ら
せ
る
製
品
も
あ

り
ま
す
が
、ほ
と
ん
ど
の
製
品
は

電
池
の
寿
命
が
10
年
で
す
の
で
、

早
め
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

　市内の小・中学校の児童、生徒が
描いた防火ポスターのコンクール
が開催されました。
　下記の日程で、27点の入選作品
を展示します。ぜひ、ご来場くださ
い。

▶10月27日（金）～11月１日（水）
　道の駅三滝堂
▶11月２日（木）～８日（水）
　みやぎ登米農業協同組合本店
▶11月９日（木）～15日（水）
　イオンタウン佐沼

消防本部予防課（予防建築係）
☎ 0220（22）1900

　

県
で
は
、地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
、デ
ジ
タ
ル
地
域
ポ
イ

ン
ト
の
運
用
上
の
課
題
な
ど
を
整

理
し
、導
入
の
可
能
性
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、デ
ジ
タ
ル
身
分
証

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
促
進
、

災
害
時
の
対
応
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、「
登
米
市
地
域
ポ
イ
ン
ト
導

入
検
討
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
身
分
証

ア
プ
リ「
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ン
」を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
市
民
を
対

象
に
、対
象
店
舗
で
利
用
で
き
る

５
千
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
ま
す

※
実
証
事
業
の
参
加
に
は
、ア
プ

リ
の
動
作
に
対
応
す
る「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
」と
本
人
認
証
の
た
め

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」が
必
要

で
す

11
月
１
日（
水
）〜
令

和
６
年
１
月
15
日（
月
）

市
内
事
業
参
加
店
舗

※
実
施
期
間
中
、市
内
各
商
工
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
ア
プ
リ

内
の
店
舗
マ
ッ
プ
で
提
示

ア
プ
リ
を
使
っ
て
店

舗
に
設
置
し
て
い
る
二
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
、ポ
イ
ン

ト
が
利
用
で
き
ま
す

◉
　

市
民
を
対
象
に
、ア
プ
リ
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法
、ポ
イ
ン
ト
の

利
用
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

➊
11
月
７
日（
火
）

＝
米
山
総
合
支
所
➋
11
月
８
日

（
水
）＝
市
役
所
中
田
庁
舎
➌
11
月

16
日（
木
）＝
市
役
所
迫
庁
舎

※
詳
細
は
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い▼

宮
城
県
地
域
ポ

イ
ン
ト
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
受
付

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30

分
）

☎
０
１
２
０（
５
５
８
）８
５
６

▼
事
業
者
＝
市
内
各
商
工
会
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人
気
テ
レ
ビ
番
組「
開
運
！
な

ん
で
も
鑑
定
団
」の
公
開
収
録
が

登
米
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
２
月
４
日

（
日
）午
後
１
時

登
米
祝
祭
劇
場

■
　

美
術
品
か
ら
お
菓
子
の
お
ま
け

や
お
も
ち
ゃ
ま
で
、な
ん
で
も
応

募
で
き
ま
す
。採
用
さ
れ
た
人
に

は
番
組
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

所
定
の
様
式（
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、応
募
し
て
く
だ
さ
い

11
月
30
日（
木
）必
着

■

8
2
0
人

※
応
募
多
数
の
場
合
、抽
選

無
料往

復
は
が
き
に
➊
郵

便
番
号
➋
住
所
➌
氏
名
➍
電
話
番

号
を
明
記
し
て
郵
送
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で

申
し
込
み
で
き
ま
す

11
月
30
日（
木
）当
日

消
印
有
効

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
課（
観
光
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
）

〒
9
8
7
―
0
5
1
1
／
迫
町
佐

沼
字
中
江
2
丁
目
6
―
1

☎
0
2
2
0（
2
3
）7
3
3
1

　

空
き
家
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　
「
実
家
を
相
続
し
た
け
れ
ど
、ど

う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

「
こ
ど
も
に
不
動
産
を
残
し
た
く

な
い
」「
空
き
家
に
な
る
と
税
金
が

高
く
な
る
と
聞
い
た
」な
ど
、空
き

家
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。解
決
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を

不
動
産
の
専
門
家
が
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

11
月
14
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時

迫
公
民
館（
軽
運
動
場
）

無
料11

月
８
日（
水
）ま

ち

づ
く
り
推
進
部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
課（
ふ
る
さ
と
定
住

係
）

☎
0
2
2
0（
2
3
）7
3
3
1

➊

➋

　市公式L
ラ イ ン

INEでは、これまで「道路の損傷」のみを受け
付けていた通報機能に、「公園の不具合」「不法投棄」「鳥獣
の目撃」「犬猫等の死体」「その他の通報」の項目を追加し
ました。ぜひ、この機会に登録し、ご利用ください。
◉
　市公式LINEを「友だち追加」か「友達登録」し、不具合
箇所などの写真、位置情報などを投稿してください。
※アプリのダウンロードや投稿などにかかる通信料は、
利用者の負担となります
◉
　内容によっては対応できない場合もあります。また、緊
急を要する場合は、所管部署または各総合支所まで電話
で連絡をしてください。

まちづくり推進部まちづくり推進課（広報
係）　☎ 0220（22）2147
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　市は、生活習慣病の予防と疾病の早期発見による重
症化予防のため、健診（検診）（以下「健診等」）事業を実
施しています。
　現在、一部を除いて健診等の個人負担額は無料で実
施していますが、将来にわたって事業を持続していく
ため、個人負担額を見直すことになりました。見直し後
の個人負担額は、一部を除いて健診等委託料の３割程
度としますが、激変緩和措置として１年間（令和６年
度）は、健診等委託料の１．５割程度とします。詳しく
は、市公式ホームページおよび１月以降に配付する「健
康診査・がん検診等申込ガイド」に掲載しますので、確
認してください。
　自分や家族のため、健診等を受診しましょう。

市民生活部健康推進課（保健推進係）
☎ 0220（58）2116

■

　

令
和
６
年
度
の
登
米
市
振
興
総

合
補
助
金（
み
や
ぎ
の
水
田
農
業

改
革
支
援
事
業
・
園
芸
特
産
重
点

強
化
整
備
事
業
）の
事
業
要
望
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、対
象
経
費
や
注
意
事
項
な

ど
を
確
認
の
上
、申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
　

麦
・
大
豆
・
飼
料
用
米
な
ど
の
転

作
作
物
の
生
産
拡
大
に
必
要
な
施

設
や
機
械
を
導
入
す
る
農
業
者
を

支
援
し
ま
す
。営

農
集
団（
３
戸
以

上
）、農
地
所
有
適
格
法
人
な
ど

麦
、大
豆
、飼
料
作

物
、新
規
需
要
米
な
ど

規
約
ま
た
は
定
款
、

参
考
見
積
書（
１
社
）、カ
タ
ロ
グ

類
、作
付
計
画
図

※
既
存
の
機
械
・
施
設
の
更
新
や

ト
ラ
ク
タ
ー
、自
脱
型
コ
ン
バ
イ

ン
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
汎は

ん

用よ
う

的
な

機
械
は
対
象
外

■
　

み
や
ぎ
園
芸
特
産
振
興
プ
ラ
ン

で
定
め
る
産
地
改
革
品
目
や
地
域

戦
略
品
目
の
生
産
、出
荷
拡
大
に

必
要
な
施
設
や
機
械
を
導
入
す
る

農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

農
業
協
同
組
合
、農
協

園
芸
特
産
関
係
部
会
、農
業
法
人
、

任
意
組
合（
３
戸
以
上
）な
ど

イ
チ
ゴ
、キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ソ
ラ
マ

メ
、タ
マ
ネ
ギ
、キ
ャ
ベ
ツ
、ネ
ギ

類
、バ
レ
イ
シ
ョ
、エ
ダ
マ
メ
、ナ

ス
、カ
ボ
チ
ャ
、ニ
ラ
、ニ
ン
ニ
ク
、

ユ
キ
ナ
、ス
プ
レ
ー
ギ
ク
、ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
、ス
ト
ッ
ク
、鉢
も
の

類
、花
壇
用
苗
も
の
類
、リ
ン
ゴ
、

モ
モ
、ブ
ド
ウ
、シ
イ
タ
ケ

規
約
ま
た
は
定
款
、

参
考
見
積
書（
１
社
）、カ
タ
ロ
グ

類
、施
設
位
置
図

※
機
械
・
施
設
の
更
新
、既
存
施

設
の
追
加
導
入
や
ト
ラ
ク
タ
ー
、

バ
ッ
ク
ホ
ー
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

汎
用
的
な
機
械
、設
備
は
対
象
外

◉

11
月
10
日（
金
）

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

産
業

経
済
部
農
政
課（
農
産
園
芸
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

▶

▶

▶
▶

▶

▶
▶
▶

▶
▶
▶
▶

■ ■
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vol.１

　令和５年度宮城県総合畜産共進会（肉用牛の部）は、
９月８、９日、みやぎ総合家畜市場（美里町）で開催さ
れ、登米市の出品牛が上位に入賞し、生産者の飼養管理
技術が高く評価されました。
　結果は次の通りです。

（高等登録群）＝登米和牛育種組合／かなのこ号、れめ
き号／チバズファーム（迫町）

▶１区（若雌の１）＝３席／いちこ号／伊藤
功一（東和町）▶２区（若雌の２）＝３席／ひささくら号
／猪股佳幸（東和町）▶３区（経産）＝２席／ぺこちゃん
号／船島一芳（中田町）、４席／だいじょうさい号／石
川悠吏（南方町）▶４区（高等登録群）＝１席／登米和牛
育種組合／かなのこ号、れめき号／チバズファーム（迫
町）

斉一性賞（高等登録群）＝登米和牛育種組合／
かなのこ号、れめき号／チバズファーム（迫町）

産業経済部農政課（畜産振興係）
☎ 0220（34）2713

遊び心と夢を持ち
新しい風をおこす

みんなが楽しく！
北方を元気に

むら

し ん ぷ う
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高
齢
者
虐
待
は
、身
体
的
な
暴

力
行
為
だ
け
で
な
く
、暴
言
や
無

視
、嫌
が
ら
せ
、介
護
や
世
話
の
放

棄
、勝
手
に
高
齢
者
の
年
金
や
資

産
を
使
う
こ
と
、性
的
な
嫌
が
ら

せ
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。高
齢
者

の
た
め
に
と
思
っ
て
し
て
い
る
こ

と
が
、虐
待
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。高
齢
者
虐
待

は
、ど
の
家
庭
で
も
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
身
近
な
問
題
で
す
。防

止
す
る
た
め
に
は
地
域
の
人
の

「
気
づ
き
」と「
見
守
り
」が
必
要
で

す
。高
齢
者
と
介
護
し
て
い
る
家

族
を
孤
立
さ
せ
ず
、高
齢
者
の
尊

厳
が
守
ら
れ
、安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
、地
域
全
体
で
支
え

合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見

守
り
、支
え
合
え
る
よ
う
に
応
援

す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養

成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
16
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

豊
里
公
民
館

20
人（
申
込
先
着
順
）

◉

☎

◉

　

☎

　

☎

㊊

㊋

㊊

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎

☎

▶

㊎
☎

☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊍
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉

☎
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】11
月
13
日（
月
）津

山
・

豊
里
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
７
８
０

◉
　

体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
、タ
ッ
チ
ケ
ア
な
ど

11
月
８
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

豊
里
こ
ど
も
園

豊
里

こ
ど
も
園

☎
０
２
２
５（
２
５
）７
５
４
５

◉
　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
の
正

し
い
知
識
を
学
び
ま
し
ょ
う
。夫

婦
で
の
参
加
や
、す
で
に
育
児
中

の
パ
パ
も
参
加
で
き
ま
す
。

産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
、

妊
娠
・
出
産
に
よ
る
体
調
や
気
持

ち
の
変
化
、着
替
え
や
お
む
つ
交

換
な
ど

11
月
14
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

中
田
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

妊
娠
中
や
出
産
、育
児
に
つ
い

て
、個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

11
月
21
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉

　

妊
娠
、出
産
、育
児
の
こ
と
、お

母
さ
ん
同
士
で
話
し
ま
せ
ん
か
。

こ
ど
も
の
病
気
と
予
防
接

種
、上
手
な
小
児
科
の
か
か
り
方
、

タ
ッ
チ
ケ
ア

11
月
28
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

中
田
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

◉
ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な

ど
の
問
題
を
抱
え
る
人
の
家
族
を

対
象
に
、病
気
の
治
療
や
回
復
の

過
程
、依
存
症
に
よ
る
問
題
行
動

へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
教
室
、個

別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

11
月
１
日（
水
）家
族
教
室

＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、個
別

相
談
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

精
神
保
健
福
祉
士

◉
　

D
V
や
モ
ラ
ハ
ラ
、虐
待
、家
庭

の
問
題
、シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
子

育
て
な
ど
で
悩
む
女
性
の
た
め
の

面
接
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
15
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時（
１
人
約
50
分
）

N
P
O
法
人
ハ
ー
テ
ィ

仙
台
女
性
相
談
員

11
月
14
日（
火
）午
後

３
時

※
匿
名
可
、託
児
不
可

◉
　

ひ
き
こ
も
り
や
思
春
期
に
関
す

る
悩
み
相
談
に
応
じ
ま
す
。

11
月
20
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

精
神
保
健
福
祉
士

◉

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料（
要
電
話
予
約
）石巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子
・
障
害

班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

11
月
８
日
は「
い
い
歯
デ
ー
」で

す
。宮
城
県
保
険
医
協
会
で
は
、歯

科
健
康
テ
レ
ホ
ン
相
談
を
実
施
し

ま
す
。口
腔
内
の
健
康
や
、歯
科
医

療
の
よ
り
正
し
い
知
識
な
ど
に
つ

い
て
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
８
日（
水
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

３
日
以
内
に
歯
科
医
師
が

相
談
者
に
お
答
え
し
ま
す

県
保
険
医
協
会

☎
０
２
２（
２
６
５
）１
６
６
７



HOTLINE

14

普段なかなか見る機会がない絵本の原画。児童たちは、カラフル
で繊細な描写の原画に興味津々の様子でした。

　「第21回登米市絵本原画展」は８月30日から９月２
日、登米祝祭劇場で開かれ、延べ587人が来場しました。
　会場には、絵本「あかいてぶくろ（林木林文／岡田千
晶絵）」と「たくはいびーん（林木林作／出口かずみ絵）」
の原画34枚を展示したほか、昨年出版されたこども向
けの本の展示や子育てボランティアによるおはなし会
を実施。訪れたこどもたちは、会場に置かれた絵本を手
に取り楽しそうに見入っていました。実行委員会の齋
藤輝

てる

雄
お

委員長は「絵本原画展は平成12年から始まり、多
くの人の協力により続いてきました。こどもたちの成
長を願う思いをつないでいきたい」と話しました。

実習では６次産業化の研修としてウインナー作りを体験。受講
者は資格取得を目指して真剣な表情で取り組んでいました。

　「食農体験ソムリエの研修会」は９月14、21の両日、東
日本で唯一の資格認定施設である伊豆沼農産と宮城学
院女子大学で開かれ、同大学現代ビジネス学部の学生
20人が参加しました。
　研修会は、地域食材の収穫や調理体験等を通じて、食
や農業への理解を深めてもらう活動をする食農体験ソ
ムリエの資格取得者を育成することを目的に開催。受
講者は、都市農村交流を促進して地域を活性化するた
め、地域資源の活用事例などについて学んだほか、意見
を出し合いながら、実際に体験プログラムの作成演習
に取り組みました。

元気いっぱいのダンスと個性溢れる演技に、客席から盛大な拍
手が送られました。

　劇団ドリーム☆キッズの第21回ミュージカル公演
「ゆらゆらさらら～川の歌、大空へ～」は９月９、10の両
日、登米祝祭劇場で開かれ、２日合わせて708人が来場
しました。
　小中高生を中心に27人が所属する劇団ドリーム☆キ
ッズ。主人公が仲間に支えられながら自分の心と向き
合い成長する冒険ファンタジーを熱演しました。今回
の公演を最後に卒団する高橋佑

ゆう

奈
な

さん（17）＝南方町北
大畑＝と成田小

こ

梅
うめ

さん（17）＝米山町平埣＝は「自分た
ちが後輩の見本になれるように全力で演じました」と
話しました。



今月のホットライン
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騎馬先陣を先頭に、奴
やっこ

やみこしなどの行列が、ホラ貝を合図に米
川八幡神社前を出発し、地区内を練り歩きました。

　「綱木之里大名行列」（同保存会主催）が９月17日、東
和町米川地区で開かれました。
　大名行列には、保存会の会員や米川八幡神社の氏子
のほか、地域のこどもたちが鮮やかな衣装を身にまと
った稚児行列が参列。威勢のいいかけ声と共に、長さ３
㍍を超える毛やりと呼ばれる長やりを投げ渡す「お取
り替え」が成功すると、沿道の観客からは大きな拍手と
歓声が送られました。大名行列に参加した芳賀和

かず

博
ひ ろ

さ
ん（45）＝東和町米川３区＝は「これまで受け継いでき
た地域の伝統行事を、これからも継承していきたいで
す」と話しました。

食育クイズやゲームをしながら食への興味を持ってもらう「げ
んきアップコーナー」。食べ物の名前を元気に答えていました。

　「第12回登米市こどもまつり」は９月24日、登米祝祭
劇場で開催され、約千人が来場しました。
　まつりは、体験と交流を通して、こどもたちの健やか
な成長を願い実施。会場では、音楽コンサートやマジッ
クショー、人形劇やボランティア団体による読み聞か
せのほか、おもちゃ作りや消防士体験など、さまざまな
イベントブースが設けられ、行列ができるほど大勢の
親子連れでにぎわいました。来場した林あゆみさん＝
中田町茶畑＝は「こどもたちが行きたいと言って楽し
みにしていたイベント。体験を通して、いろんなことに
興味を持ってくれてうれしかった」と話していました。

能の演目などを題材に制作された山車が、おはやしの音色と共
にまちを練り歩き、沿道の見物客からは拍手が上がりました。

　「登米秋まつり」（登米秋まつり協賛会主催）が９月
16、17の両日、登米町で開かれました。
　まつりは、1675（延宝３）年から始まったとされる伝
統行事で、県指定無形民俗文化財に指定されています。
今年は４年ぶりの開催となり、神

み こ し

輿渡
と

御
ぎ ょ

や神楽大会、山
車審査会などのさまざまな催しに、訪れた多くの人で
にぎわいました。家族で来場した佐藤しきさん（19）＝
石巻市＝は「おはやしの演奏が生き生きとしていて明
るい気持ちになりました。山車はかっこいいものや楽
しいものなど、それぞれの個性を感じられました」と
話しました。



16

★
仲人さん同士で結婚を決

めたから、それまで話したこと
もなかったね。でも、結婚して本
当に良かったと思ってるよ。
★

気が強くて、思ったこと
をすぐに言うんだよ。

優しくて真面目。以前は、
区長や統計調査員とか、ほかに
もいろいろな役を任せられて、
周りからも頼られていたよ。

★
私が思ったまま話すから

言い争いになりそうなものだけ
ど、主人が本当に温厚だから、け
んかにならないの。いつも優し
く話を聞いてくれるよ。
★

お互いのことをあまり知
らないで結婚したけど、毎年旅
行したのがすごく楽しかったよ。
これからも、近くでもいいから
旅行できたらいいね。

毎年の旅行が何よりの楽しみ

　171㌢でAB型です。
　登米市のミュージカル劇団、ドリーム

☆キッズと、劇団どんちょうの会に所属して活動
しています。演劇を始めたきっかけは、４歳の時
に登米祝祭劇場で開催された「夢フェスタ水の
里」に出演したことです。高校３年生まで団員と
して所属し、現在はアシスタントとして団員の指
導をしながら、私自身も出演しています。団員が
成長していく姿を見るとうれしくなりますね。

　好奇心旺盛で、気になることはな
んでもチャレンジしています。周りからは気さく
で優しいと言われます。

　昨年からキャンプを始め
て、今年は鬼首や神割崎に行きました。外でご飯
を食べたり、たき火を見ながら話したりするのが
楽しいです。

　一緒にいて優しい気持ちに
なれる人がいいですね。

　以前、ダンスをしてい
たので、また挑戦してみたいと思っています。

　演劇を通して登米市に
おいしい農畜産物や、素晴らしい歴史や文化があ
ることを知りました。私もその魅力を多くの人に
伝えていきたいと思っています。
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2021年5月6日生まれ
豊里町・鴇波
祐司さんの次女

アンパンマンが大好き
なちーちゃん。アンパ
ンマンのようにみんな
に優しく、元気に育っ
てね。

2023年2月10日生まれ
中田町・南加賀野
宏喜さんの次男

にこにこ笑顔でみんな
を幸せにしてくれるあ
おちゃん。これからも
お兄ちゃんと仲良く元
気に成長してね 。

2020年1月6日生まれ
中田町・南加賀野
悠さんの長男

すてきな笑顔をいつも
ありがとう。これから
も妹の奈々ちゃんと、
仲良くいっぱい遊んで
ね。

2019年11月2日生まれ
迫町・錦東

考利さんの次男

いつも笑顔に癒やされ
ます。いっぱい遊んで
すくすく元気に育って
ね。

お客さんの笑顔のために
　ぼくの夢は、車屋さんで働くことです。車屋
さんになってやりたいことが二つあります。
　一つ目は、車を買ってもらえるように、説明
を丁寧にすることです。ぼくの父は、車屋さん
で、お客さんが希望する車の紹介や、点検の案
内をしています。ぼくも、お客さんが希望する
車を紹介できるように、国内外の車の特徴をた
くさん覚えて、お客さんの笑顔を見たいです。
　二つ目は、より良い車を作ることです。車の
会社ごとに機能などに工夫があることや、運
転しやすいようにデザインされていることを
父から聞きました。お客さんの声を聞いて開
発担当者に伝えていきたいです。車を開発す
るという夢を持っている友達もいるので、そ
の友達と一緒に働くのも楽しみです。　
　ぼくは、登米市の自然豊かなところが大好
きです。ぼくが紹介したかっこいい車に乗っ
て、自然の中をドライブしてもらいたいです。

右のQRコードを読み込み、電子申請してください
※申込状況により、掲載まで数カ月かかる場合があります

まちづくり推進部まちづくり推進課（広報係）
☎ 0220（22）2147
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江
戸
時
代
か
ら
近
代
初
期
に
か

け
て
の「
ハ
レ
の
日
」の
華
や
か
な

女
性
の
婚
礼
衣
装
や
婚
礼
調
度
品

を
紹
介
し
ま
す
。

10
月
28
日（
土
）〜
令

和
６
年
２
月
18
日（
日
）

※
12
月
11
日（
月
）〜
１
月
３
日

（
水
）は
燻く

ん

蒸じ
ょ
う

作
業
の
た
め
休
館

市
歴
史
博
物
館

市
歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
、全

国
一
斉「
人
権
週
間
」で
す
。登
米

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、人

権
週
間
の
実
施
に
先
立
ち
、市
内

小
中
学
生
の
人
権
に
関
す
る
イ
ラ

ス
ト
ポ
ス
タ
ー
、人
権
作
文
コ
ン

　

市
内
の
民
俗
芸
能
団
体
が
出
演

し
、地
域
で
受
け
継
が
れ
る
神
楽

や
お
は
や
し
な
ど
を
披
露
し
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

11
月
26
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時

豊
里
公
民
館（
中
ホ
ー
ル
）

無
料

教
育
部
文
化
財
文

化
振
興
室（
文
化
財
文
化
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

☎

11
月
19
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー（
３

階
大
会
議
室
）

心
肺
蘇
生
法
、A
E
D
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

無
料

30
人（
申
込
先
着
順
）

※
中
学
生
以
上
の
誰
で
も
受
講
で

き
ま
す

11
月
１
日（
水
）〜
12

日（
日
）

※
再
講
習
を
希
望
す
る
人
も
併
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す

消
防

署（
救
急
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　

ペ
ッ
ト
と
よ
り
良
い
関
係
を
築

く
た
め
の
実
技
指
導
や
し
つ
け
方

の
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

➊
11
月
18
日（
土
）➋
19
日

（
日
）／
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分

➊
吉
田
公
民
館
➋
北
方
公

民
館

※
上
靴
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

日
本
警
察
犬
協
会
公
認
訓

練
士
・
松
本
章あ

き
ら

氏

飼
犬（
中
型
ま
で
）同
伴
は

各
会
場
７
組
、聴
講
は
各
20
人
ま

で（
申
込
先
着
順
）

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、適
切
に
応
急
手
当
て
を
す
る

こ
と
で
一
人
で
も
多
く
の
人
の
命

を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
切

な
命
を
救
う
た
め
、講
習
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ス
ト
の
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま

す
。併
せ
て
、ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す

る
パ
ネ
ル
展
示
も
実
施
し
ま
す
。

観
覧
は
無
料
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

11
月
10
日（
金
）正
午
か
ら

24
日（
金
）正
午
ま
で

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

▶

☎

※写真はイメージです

暖房用品各種
好評販売中です‼

店内にて

※写真は売場イメージです

100円ショップ
好評営業中！

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
）産

業

経
済
部
農
林
振
興
課（
農
村
環
境

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
２

死norinshinko@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

◉

介
護
従
事
者
と
し
て

の
職
業
倫
理
と
基
本
的
態
度
を
養

い
、介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
知

識
技
能
の
習
得
と
就
職
活
動
に
必

要
な
知
識
の
習
得
を
図
り
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講

指
示
、受
講
推
薦
ま
た
は
支
援
指

示
を
受
け
ら
れ
る
人

15
人

12
月
19
日（
火
）〜
令

和
６
年
３
月
18
日（
月
）

J
M
T
C
佐
沼
教
室

テ
キ
ス
ト
代
約
１
万
３
千

円（
授
業
料
は
無
料
）

10
月
20
日（
金
）〜
11

月
21
日（
火
）12

月
５
日（
火
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル（
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、会
場
、人
数
、犬
の

名
前
、改
善
し
た
い
点
を
明
記
）

各
開
催
日
の
３
日
前

市
民

生
活
部
環
境
課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kankyo@
city.tom

e.m
iyagi.

jp
　

市
内
で
、サ
ギ
な
ど
の
野
性
鳥

類
の
営
巣
が
原
因
で
、生
活
環
境

や
農
作
物
に
対
す
る
被
害
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。サ
ギ
類
の
生
態
や

被
害
防
止
を
考
え
る
た
め
の
研
修

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

11
月
15
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

30
人（
申
込
先
着
順
）

無
料11

月
６
日（
月
）

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル（
住
所
、氏

☎
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

は
、公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や

そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準

額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
、年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
。受
け
取
り
に
は
請
求
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
次
の
要
件

に
全
て
該
当
す
る
人
➊
老
齢
基

礎
年
金
受
給
者
＝
65
歳
以
上
、

世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が

非
課
税
、年
金
収
入
額
と
そ
の

他
所
得
額
の
合
計
が
約
88
万
円

以
下
➋
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族

基
礎
年
金
を
受
給
者
＝
前
年
の

所
得
額
が
約
４
７
２
万
円
以
下

対
象
者
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
９
月
１
日

以
降
に
、請
求
可
能
な
旨
の
お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。同
封

の
は
が
き（
請
求
書
）に
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、こ

れ
か
ら
年
金
を
受
給
し
は
じ
め

る
人
は
、年
金
の
請
求
と
併
せ

て
年
金
事
務
所
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

▼
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
０
９
２

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、施
設

の
定
期
点
検
を
実
施
す
る
た
め
、

11
月
の
ご
み
の
日
曜
受
け
入
れ
を

中
止
し
ま
す
。

11
月
12
日（
日
）

12
月
24
日（
日
）

※
12
月
10
日（
日
）は
通
常
通
り
受

け
入
れ
ま
す

市
民
生
活
部
環
境

事
業
所
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
と
市

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
、全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま

す
。緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
放
送
は
、

音
量
つ
ま
み
の
設
定
に
か
か
わ
ら

ず
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

放
送
中
は
音
量
調
整
が
で
き
ま
せ

ん
。な
お
、災
害
発
生
な
ど
に
よ
り

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

11
月
15
日（
水
）午
前
11
時

総
務
部
防
災
危
機

対
策
室（
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
９
３

　

消
防
本
部
で
は
、幼
年
期
か
ら

防
火
の
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け

て
も
ら
う
た
め
、自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
を
活
用
し

て
、バ
ス
ド
ラ
ム
や
シ
ン
バ
ル
な

ど
の
幼
年
消
防
用
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト

を
、中
田
保
育
所
へ
寄
贈
し
ま
し

た
。各
種
イ
ベ
ン
ト
や
防
火
思
想

の
普
及
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

　

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
の
枝

葉
は
、思
い
が
け
な
い
事
故
を
招

く
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、大

変
危
険
で
す
。樹
木
は
、生
え
て
い

る
土
地
の
所
有
者
に
所
有
権
が
あ

り
、交
通
事
故
な
ど
が
起
き
た
場

合
は
、樹
木
の
所
有
者
が
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。次

の
よ
う
な
状
態
の
樹
木
は
、伐
採

や
枝
払
い
を
す
る
な
ど
、適
切
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
道
路
や
歩
道
に
枝
が
張
り
出
し

て
い
る
▼
枯
れ
木
、枝
折
れ
な
ど

に
よ
り
通
行
に
支
障
、ま
た
そ
の

恐
れ
が
あ
る
▼
道
路
標
識
や
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
が
見
え
に
く
い
▼
大
型

車
両
な
ど
の
通
行
に
支
障
が
あ
る

▼
電
線
や

電
話
線
の
あ
る
場
所
な
ど
で
危
険

を
伴
う
場
合
は
事
前
に
最
寄
り
の

東
北
電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
連
絡
し
、

立
ち
会
い
の
下
で
作
業
し
て
く
だ

さ
い
▼
通
行
車
両
や
歩
行
者
の
安

全
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
▼
は
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

㊍

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊍

◉

☎

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

㊎
㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

　

お
店
の
人
が
講
師
と
な
っ
て
、

専
門
店
な
ら
で
は
の
知
識
や
情

報
な
ど
を
学
べ
る
、少
人
数
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
６
日（
月
）〜
12
月
２

日（
土
）市

内
参
加
店（
11
店
舗
）

無
料（
材
料
費
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
詳
細
は
登
米
中
央
商
工
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

佐
沼
商
店
会
連
合

会（
登
米
中
央
商
工
会
内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

し
ご
か
ら
の
転
落
な
ど
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い建

設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

　

市
内
の
中
学
生
10
人
が
子
供
議

員
と
な
り
、実
際
の
議
会
さ
な
が

ら
に
、こ
ど
も
た
ち
の
目
線
か
ら

見
た
市
の
現
状
や
ま
ち
づ
く
り
の

展
望
に
つ
い
て
質
問
し
、住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
の
実
現
に

向
け
て
声
を
発
し
ま
す
。ぜ
ひ
、傍

聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

11
月
11
日（
土
）午
後
０
時

45
分

市
役
所
迫
庁
舎（
３
階
議

場
）

と
め
青
年
会
議
所

死tom
ejc@

l-net.ne.jp

☎ ☎

下田中53番地8 0220-23-8688
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税
金
は
、教
育
や
福
祉
、水
道
、

消
防
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、災
害
復
興
事
業
に
も
使
わ
れ
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切

な
財
源
で
す
。県
と
市
で
は
、11
、

12
月
を「
宮
城
一
斉
滞
納
整
理
強

化
月
間
」と
し
て
、滞
納
者
に
対
す

る
徴
収
対
策
を
強
化
し
ま
す
。期

間
中
は
滞
納
者
に
、文
書
催
告
や

勤
務
先
、取
引
先
な
ど
へ
の
財
産

調
査
、自
宅
な
ど
の
捜
索
、預
貯

金
、給
与
、不
動
産
な
ど
の
差
し
押

さ
え
、自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

な
ど
徴
収
対
策
を
集
中
し
て
実
施

し
ま
す
。

　

税
金
は
、納
期
限
ま
で
に
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う
。▼

県
東
部
県
税
事

務
所
登
米
地
域
事
務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
４

▼
県
総
務
部
税
務
課（
納
税
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）３
３
２
６

▼
総
務
部
税
務
課（
徴
収
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　　
「
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
」

は
、納
付
書
に
印
刷
さ
れ
た
二
次

元
コ
ー
ド
な
ど
を
使
い
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
市
税
を

支
払
う
こ
と
が
で
き
る
サ
イ
ト
で

す
。支
払
い
は
、現
金
、口
座
振
替
、

ス
マ
ホ
決
済
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
な
ど
が
可
能
で
す
。

市
税（
個
人
市
県
民
税
、

固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、国
民

健
康
保
険
税
、水
利
地
益
税
）

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い総

務
部
税
務
課

（
納
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　　

佐
沼
税
務
署
で
は
、事
業
者
を

対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会
お
よ
び
登
録
要
否
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。登
録
要
否
相

談
会
は
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明

会
後
に
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

➊
11
月
９
日（
木
）➋
21
日

（
火
）／
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

佐
沼
税
務
署（
１
階
会
議

室
）

➊
主
に
消
費
税
の
課
税

事
業
者
➋
主
に
消
費
税
の
免
税
事

業
者

各
10
人（
先
着
順
）

※
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り

次
第
、受
付
を
終
了
し
ま
す

佐
沼

税
務
署
▼
法
人
課
税
部
門

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
６
３
９

▼
個
人
課
税
部
門

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
６
１
２

　

10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
は
麻

薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻
乱
用
防
止
運
動

の
実
施
期
間
で
す
。

　

違
法
薬
物
に
は
、一
度
の
使
用

で
や
め
ら
れ
な
く
な
る
も
の
や
脳

の
細
胞
を
破
壊
す
る
も
の
も
あ

り
、時
に
は
死
に
至
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。特
に
、大
麻
に
つ
い
て
は

誤
っ
た
情
報
が
拡
散
し
て
お
り
、

大
麻
の
乱
用
が
青
少
年
を
中
心
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。大
麻
は
脳
へ

の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
、そ
の
害

悪
は
他
の
違
法
薬
物
と
何
ら
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。薬
物
乱
用
は
、本

人
だ
け
で
な
く
家
族
や
友
人
も
不

幸
に
し
ま
す
。

　

家
庭
や
地
域
で「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ

イ
。」を
合
言
葉
に
、薬
物
乱
用
を

撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

石
巻
保
健
所
登
米

支
所
・
登
米
地
区
薬
物
乱
用
防
止

指
導
員
協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
０

　

児
童
虐
待
は
、社
会
全
体
で
解

決
し
て
い
く
べ
き
問
題
で
す
。

　
「
１
８
９
」は
、虐
待
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
た
と
き
な
ど
に
、児

童
相
談
所
に
通
告
・
相
談
が
で
き

る
電
話
相
談
窓
口
で
す
。通
話
は

無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。匿

名
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が

り
ま
せ
ん

県
東
部
児
童
相
談

所☎
０
２
２
５（
９
５
）１
１
２
１

　　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、本
来

大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る

家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常

的
に
し
て
い
る
こ
ど
も
の
こ
と
で

す
。責
任
や
負
担
の
重
さ
に
よ
り
、

学
業
や
友
人
関
係
な
ど
に
影
響
が

出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
分
が「
家
族
の
こ
と
に
精
一
杯

で
つ
ら
い
」と
感
じ
た
り
、身
近
に

気
に
か
か
る
こ
ど
も
が
い
る
と
き

は
、一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
守

り
、ケ
ア
を
必
要
と
す
る
家
族
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、考

え
、気
づ
き
、み
ん
な
で
支
え
る
地

域
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◉▼
児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ

ル☎
０
１
２
０（
１
８
９
）７
８
３

▼
24
時
間
子
供
S
O
S
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0（
0
）7
8
3
1
0

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
ど
も
家
庭
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　　

11
月
15
日（
水
）〜
21
日（
火
）は

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間
で
す
。暴
力
や

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、職
場
で
の
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、家
族

間
の
問
題
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

▼
平
日
＝
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
７
時
▼
土
日
＝
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

※
相
談
は
無
料
で
、予
約
不
要
で

す
。秘
密
は
固
く
守
り
ま
す

仙
台
法
務
局
人
権

擁
護
部

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
４
３
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忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（令和５年９月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,701 9,403 9,868 19,271 （▲11）

登米 1,740 2,092 2,294 4,386 （▲4）

東和 2,220 2,735 2,778 5,513 （▲15）

中田 5,293 7,372 7,578 14,950 （▲24）

豊里 2,147 3,018 3,057 6,075 （▲13）

米山 2,791 4,091 4,160 8,251 （▲1）

石越 1,507 2,155 2,160 4,315 （▲12）

南方 2,716 3,906 4,095 8,001 （▲14）

津山 1,110 1,375 1,509 2,884 （▲5）

合計 27,225 36,147 37,499 73,646 （▲99）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　日没時間の早まりとともに、夕方から夜間にかけての
交通事故が多くなっています。ドライバーは午後４時ラ
イトオン、歩行者は反射材をつけ、安全確認を徹底して交
通事故を防ぎましょう。

（令和５年９月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ５ Ｒ４ 増減数

人身事故
発生件数 79件 74件 5件

死者数 0人 1人 ▲1人

負傷者数 91人 86人 5人

物損事故
発生件数 939件 889件 50件

※Ｒ5年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
の
相
談
に
、専
門
知
識
を
持

つ
支
援
員
が
応
じ
ま
す
。

➊
11
月
14
日（
火
）➋
28
日

（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

➊
東
郷
公
民
館
➋
森
公
民

館

無
料

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

11
月
24
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

柳
渕
勝し

ょ
う

一い
ち（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

障
が
い
者
が
、自
立
し
た
日
常

生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、職
業
生
活
上
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

11
月
28
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
➋
午
前
11
時
➌
午
後
１
時

30
分
➍
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ

い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

　

複
数
の
士
業
専
門
家
が
連
携

し
、税
金
、遺
言
相
続
、行
政
手
続

き
、空
き
家
問
題
、土
地
活
用
、年

金
関
係
、外
国
人
の
雇
用
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
す
る
相
談
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
ま
す
。

11
月
30
日（
木
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時（
予
約
優
先
）

イ
オ
ン
モ
ー
ル
石
巻

無
料

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
８
月
受
納
）

●
株
式
会
社
只
野
組
様
／
豊
里

小
・
中
学
校
用
・
乗
用
草
刈
り
機
１

台（
８
月
28
日
）

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１　

宮
城

県
行
政
書
士
会

☎
０
２
２（
３
５
３
）７
２
１
３

　

家
族
や
友
達
、仕
事
や
生
活
の

こ
と
な
ど
、安
心
で
き
る
場
で
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
14
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
２
時（
要
電
話
予
約
）

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料

N
P
O
法
人「
ウ
ィ
メ

ン
ズ
ア
イ
」女
性
相
談
員

11
月
13
日（
月
）午
後

４
時

ウ
ィ

メ
ン
ズ
ア
イ

☎
０
８
０（
９
２
５
６
）０
０
３
５

死soudan@
w
om
enseye.net



編

集

後

記

▼
世
界
の
舞
台
で
も
活
躍
し
た

髙
橋
投
手
と
尾
形
捕
手
。彼
ら

が
小
学
生
の
時
に
球
審
を
す
る

機
会
が
あ
り
、試
合
を
見
な
が

ら
当
時
の
思
い
出
に
浸
り
ま
し

た
。今
後
の
彼
ら
の
活
躍
に
胸

が
躍
り
ま
す
。私
は
と
い
う
と
、

長
沼
レ
ガ
ッ
タ
の
混
合
の
部
に

同
僚
と
出
場
し
、念
願
の
初
優

勝
を
達
成
。優
勝
旗
を
も
ら
っ

て
年
甲
斐
も
な
く
は
し
ゃ
ぐ
43

歳
で
す
。（
高
橋
）

▼
レ
ガ
ッ
タ
の
応
援
で
駐
車
場

か
ら
ボ
ー
ト
場
ま
で
歩
い
た
だ

け
で
筋
肉
痛
に
な
っ
た
47
歳
で

す
。そ
の
後
、こ
ど
も
ま
つ
り
の

取
材
に
行
っ
た
の
で
す
が
、祝

祭
劇
場
の
駐
車
場
が
満
車
で

び
っ
く
り
。本
当
に
た
く
さ
ん

の
親
子
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。（
渡
邊
）

▼
登
米
秋
ま
つ
り
の
山
車
や
お

は
や
し
に
、３
４
０
年
以
上
の

歴
史
が
あ
る
と
知
り
、驚
い
た

24
歳
で
す
。先
人
の
、地
域
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
す
る
思
い
を
引

継
ぎ
、一
丸
と
な
っ
て
結
束
す

る
地
域
の
人
た
ち
の
姿
と
力

に
感
動
し
ま
し
た
。運
営
に
携

わ
っ
た
皆
さ
ん
、楽
し
い
ま
つ

り
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
木
戸
浦
）

明るく温かな歌声響く明るく温かな歌声響く

　歌う楽しさを共有し、美しい日本の童謡を絶や
さず、こどもたちに伝えていきたいという思いを
胸に「はさま童謡を歌う会」が発足したのは1992
年。32年目を迎えた今年、30人の会員が月２回、
童謡を歌って楽しんでいる。指導者の高橋由

ゆ

紀
き

子
こ

さんは「みんなの声を重ねて一緒にハーモニーを
作りあげることが合唱の魅力。歌うことは喜びや
元気につながります」と話す。
　登米市合唱祭や市役所ロビーコンサート、市内
福祉施設への訪問演奏など、発表の場でも順調に
活動を続けてきたが、コロナ禍で活動に制限がか
かる。準備を進めていた結成30周年記念コンサー
トは中止となった。「先生から渡されたCDを聞い
て自主練習しながら、早く集まってみんなと歌い

たいと願っていました」と会員は口をそろえる。以
前と同じように活動できるようになり、11月７日
に市役所迫庁舎でロビーコンサートを、12月には
市合唱祭に参加する予定。そして、３年後の35周
年コンサートの開催に向けても士気を高める。
　「高橋先生の熱心で楽しい指導と、伴奏の石井先
生のピアノに魅了され、明るい雰囲気の中で仲間
と歌えることが本当に楽しくて、大切な時間。これ
から、たくさんの人に歌声を届けていきたい」と笑
顔があふれた。
　懐かしい童謡から幼稚園などで歌われている最
近の曲まで、レパートリーは幅広い。聴く人、歌う
人の心の豊かさを育む音楽の素晴らしさを、世代
を超えて伝えていくため、歌声は響く。

はさま童謡を歌う会はさま童謡を歌う会

（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://mail.cous.jp/tomecity/

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam
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